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中国の核電設計院への福島原発事故の説明と意見交換 報告 

2011 年 7月 5日 

日中科学技術交流協会  永崎隆雄 

 

日本国の東日本大震災と津波により、福島県の東京電力福島第一原子力発電所が全電源喪失状態に陥

り、炉心溶融の大事故を起こし、世界の国々に多大の影響を与えた。 
この事故の経験を世界の原子力安全の向上に役立てねばならないと考え、日本国政府が出した関連す

る事故情報と対策を中国の原子力発電設計エンジニア機関に提供し、意見交換を行った。 
中国側から、多大の関心を集め、時期に合った我々の訪問に多大の感謝を受け、活発な質疑がなされ、

今後の交流の活発化が求められた。 
この事故の影響で中国国民の原子力発電への不安が増長しており、福島１の早期の安定停止と下記の

ような重大事故時でも動く安全性と信頼性の高い設備が求められている。 
 
① 電源がなくても作動 
② 津波対策：設置場所の高度化、防水水密化 
③ 高放射線下で動く：ロボット化、遠隔操作化 

 
 又、この事故で、中国の原子力発電所の安全点検がなされており、現在、運転中の 14 基は検査を
終了した。建設中の原子力発電所について 7月 1日より検査が始まる予定で、8月末に結論が出る予定
である。又申請中の 28箇所は申請を中止している。 
中国の安全規画（計画）の発布はこれらの目途が立ってからであり、さらに新しい原子力発電中長期

計画は安全規画（計画）の発布後になる。 
中国への影響で一番大きいのは安全性の強化による原子力発電の建設コスト上昇である。 
今後の対策は、安全性と経済性と環境友好性の同時成立が求められている。 

 

訪問日程と訪問先 

   ６月２７日 中広核工程有限公司   CNPEC   深セン市大亜湾原子力発電基地内 
   ６月２８日 中国核動力研究設計院 NPIC    四川省成都市 
   ６月２９日 中国核電工程有限公司 CNPE    北京市 
   ６月３０日 中国原子能科学研究院 CIAE     北京市 
         中国核能行業協会   CNEA    北京市 

７月１日  上海核工程研究設計院  SNERDI  上海市 
 
訪問者     

日中科学技術交流協会 事務局長  永崎隆雄  他 4 名 
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１． 中国側資料 
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